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【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 18日 (2004.11.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　
　
　
　
　
　

【 請 求 項 ２ 】
　 絶 縁 表 面 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
　 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 無 機 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 有 機 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル と 、
　 第 １ の 電 極 、 有 機 化 合 物 層 、 お よ び 第 ２ の 電 極 か ら な る 発 光 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第 １ の 電 極 に 挟 ま れ 、 か つ 前 記 第 １ の 電 極 と 重 な る 位 置 に
形 成 さ れ た 無 機 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 と を 有 、
　 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ は 、 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル に 形 成 さ れ た 配 線 を 介 し て 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気
的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】

絶 縁 表 面 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 無 機 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 有 機 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル と 、
第 １ の 電 極 、 有 機 化 合 物 層 、 お よ び 第 ２ の 電 極 か ら な る 発 光 素 子 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第 １ の 電 極 に 挟 ま れ 、 か つ 前 記 第 １ の 電 極 と 重 な る 位 置 に

形 成 さ れ た 無 機 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 と 、 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

、 し

て い



　 絶 縁 表 面 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
　 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 無 機 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 有 機 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ が 有 す る ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 お よ び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に 形 成
さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル と 、
　 第 １ の 電 極 、 有 機 化 合 物 層 、 お よ び 第 ２ の 電 極 か ら な る 発 光 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第 １ の 電 極 に 挟 ま れ 、 か つ 前 記 第 １ の 電 極 と 重 な る 位 置 に
形 成 さ れ た 無 機 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 と を 有 、
　 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜
お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 接 し て 形 成 さ れ た 配 線 を 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気 的 に 接 続

こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 請 求 項 の い ず れ か 一 に お い て 、
　 前 記 無 機 材 料 は 、 窒 化 酸 化 珪 素 膜 ま た
は 窒 化 珪 素 膜 で あ り 、
　 珪 素 の 含 有 比 率 が ２ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 上 ３ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 下 で あ り 、 か
つ 窒 素 の 含 有 比 率 が ３ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 上 ６ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 下 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に お い て 、
　 前 記 有 機 材 料 は 、 ア ク リ ル 、 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ イ ミ ド ア ミ ド ベ ン ゾ
シ ク ロ ブ テ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に

表 示 装 置 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 、 ノ ー ト 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 モ バ イ ル コ ン ピ
ュ ー タ 、 記 録 媒 体 を 備 え た 携 帯 型 の 画 像 再 生 装 置 、 ゴ ー グ ル 型 デ ィ ス プ レ イ 、 ビ デ オ カ メ
ラ 携 帯 電 話 。
【 請 求 項 ７ 】
　
　
　
　

　
　
　

【 請 求 項 ８ 】
　 絶 縁 表 面 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
　 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 塗 布 法 に よ り 有 機 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し
、
　 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 膜 を 形 成 し 、
　 マ ス ク を 用 い た 第 １ の エ ッ チ ン グ に よ り 、 前 記 導 電 膜 か ら 第 １ の 電 極 を 形 成 し 、
　 第 ２ の エ ッ チ ン グ に よ り 前 記 第 １ の 電 極 と 重 な る 部 分 を 残 し て 前 記
第 ３ の 絶 縁 膜 を 除 去 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 お よ び 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 に コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形
成 し 、
　 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル に 配 線 を 形 成 し 、
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、 し
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ は 、

前 記 介 し て
さ れ て い る

乃 至 ３
か ら な る 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜

４
ま た は

５ 記 載 の 発 光 装 置 を 表 示 部 に 有 す る こ と を 特 徴 と す
る

ま た は

絶 縁 表 面 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 塗 布 法 に よ り 有 機 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し

、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 膜 を 形 成 し 、
マ ス ク を 用 い た 第 １ の エ ッ チ ン グ に よ り 、 前 記 導 電 膜 か ら 第 １ の 電 極 を 形 成 し 、
前 記 マ ス ク を 用 い た 第 ２ の エ ッ チ ン グ に よ り 前 記 第 １ の 電 極 と 重 な る 部 分 を 残 し て 前 記

第 ３ の 絶 縁 膜 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

前 記 マ ス ク を 用 い た

前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 前 記 第 １ の 電 極 と 接 し て



　 前 記 第 １ の 電 極 上 に 有 機 化 合 物 層 を 形 成 し 、
　 前 記 有 機 化 合 物 層 上 に 第 ２ の 電 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 絶 縁 表 面 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
　 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 塗 布 法 に よ り 有 機 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し
、
　 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 膜 を 形 成 し 、
　 マ ス ク を 用 い た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 前 記 導 電 膜 か ら 第 １ の 電 極 を 形 成 し 、
　 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 前 記 第 １ の 電 極 と 重 な る 部 分 を 残 し て 前
記 第 ３ の 絶 縁 膜 を 除 去 こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 絶 縁 表 面 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
　 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 塗 布 法 に よ り 有 機 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 無 機 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し
、
　 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 膜 を 形 成 し 、
　 マ ス ク を 用 い た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 法 に よ り 、 前 記 導 電 膜 か ら 第 １ の 電 極 を 形 成 し 、
　 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り 前 記 第 １ の 電 極 と 重 な る 部 分 を 残 し て 前
記 第 ３ の 絶 縁 膜 を 除 去 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 お よ び 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 に コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形
成 し 、
　 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル に 配 線 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 電 極 上 に 有 機 化 合 物 層 を 形 成 し 、
　 前 記 有 機 化 合 物 層 上 に 第 ２ の 電 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に お い て 、
　 前 記 無 機 材 料 か ら な る は 、 珪 素 を タ ー ゲ ッ ト と し 、 希 ガ
ス と 窒 素 を 含 有 す る ガ ス を 用 い て 、
　 珪 素 の 含 有 比 率 が ２ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 上 ３ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 下 で あ り 、 か
つ 窒 素 の 含 有 比 率 が ３ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 上 ６ ５ ． ０ ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ ％ 以 下 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 第 １ の 電 極 １ １ １ の 端 部 、 及 び 配 線 （ １ １ ２ ～ １ １ ５ ） は

絶 縁 層 に よ り 覆 わ れ て い る 。 な お 、 絶 縁 層
を 形 成 す る 材 料 と し て は 、 酸 化 珪 素 、 窒 化 珪 素 、 窒 化 酸 化 珪 お よ び

塗 布 シ リ コ ン 酸 化 膜 （ Ｓ Ｏ Ｇ ： Ｓ ｐ ｉ ｎ 　 Ｏ ｎ 　 Ｇ ｌ ａ ｓ ｓ ） 等 の 珪 素 を 含 む 無 機 材 料 の
他 、 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ ア ミ ド 、 ア ク リ ル （ 感 光 性 ア ク リ ル を 含 む ） 、 Ｂ Ｃ Ｂ （ ベ ン ゾ シ ク
ロ ブ テ ン ） と い っ た 有 機 材 料 か ら な る 絶 縁 膜 を 用 い る 。 な お 、 膜 厚 は 、 ０ ． １ ～ ２ μ ｍ で
形 成 す る こ と が で き る が 、 特 に 酸 化 珪 素 、 窒 化 珪 素 お よ び 窒 化 酸 化 珪 素 等 の 珪 素 を 含 む 材
料 を 用 い る 場 合 に は ０ ． １ ～ ０ ． ３ μ ｍ の 膜 厚 で 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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前 記 マ ス ク を 用 い た
す る

前 記 マ ス ク を 用 い た

前 記 Ｔ Ｆ Ｔ お よ び 前 記 第 １ の 電 極 と 接 し て

７ １ ０
第 １ の 絶 縁 膜 及 び 第 ３ の 絶 縁 膜

膜 を
形 成 す る

第 １
の １ １ ９ 、 第 ２ の 絶 縁 層 １ ２ ０ 第 １ の １ １ ９ 、
第 ２ の 絶 縁 層 １ ２ ０ 素



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】

第 １ の 電 極 １ １ １ と 重 な る 位 置 に 開 口 部 を
絶 縁 層

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(4) JP 2003-197367 A5 2005.7.14

第 １ の 絶 縁 層 １ １ ９ は 有 し て い る 。 ま た 、 第 １
の １ １ ９ 上 に 第 ２ の 絶 縁 層 １ ２ ０ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 第 ２ の 絶 縁 層 １ ２ ０ も 第 １
の 電 極 １ １ １ と 重 な る 位 置 に 開 口 部 を 有 し て い る 。
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